
（１）令和７年度長野県動物愛護管理推進懇談会について 

令和７年度長野県動物愛護管理推進懇談会開催要綱 

（目的） 

第１ 長野県動物愛護管理推進計画に基づく施策を推進するために、動物愛護推進員及び関係団

体等との情報交換及び連携を図ることを目的として、「動物の愛護及び管理に関する法律」（昭

和 48 年法律第 105 号）第 39 条に基づき、長野県動物愛護管理推進懇談会（以下「懇談会」と

いう。）を開催する。 

  なお、懇談会は、地方自治法第 138 条の４第３項の規定に基づき、法律又は条例により設置

された附属機関ではないものとする。 

 

（検討事項） 

第２ 懇談会は、長野県動物愛護管理推進計画の推進に関する次の事項について意見交換を行う。 

(1) 動物の愛護及び管理についての施策に関する事項 

(2) 動物愛護推進員の委嘱の推進及び活動に対する支援に関する事項 

(3) 関係者機関、団体間の連絡調整に関する事項 

(4) 情報の収集及び提供に関する事項 

(5) その他、動物の愛護及び管理に関する事項 

 

（構成） 

第３ 懇談会の構成員は、別表のとおりとする。 

２ 懇談会に座長を置き、座長は、健康福祉部食品･生活衛生課長をもって充てる。 

 

（開催期間） 

第４ 懇談会の開催期間は、要綱を制定した日から、令和８年３月 31日までとする。 

 

（座長） 

第５ 懇談会は、座長が招集し、主催する。 

２ 座長は、必要があると認めたときは、懇談会に構成員以外の者の出席を求めることができる。 

 

（費用弁償） 

第６ 構成員のうち関係団体から推薦された者が、懇談会に出席する際に発生する費用について、

県は、別に定める旅費を負担するものとする。 

 

（庶務） 

第７ 懇談会の庶務は、健康福祉部食品･生活衛生課及び動物愛護センターにおいて行う。 

 

（補則） 

第８ この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関して必要な事項は、座長が別に定める。 

 

    附 則 

この要綱は、令和７年５月２日から適用する。 

 

 

 



 

（別表） 

                    構成員名簿                        敬称略 

所     属 職・氏名 

学識経験者 信州大学農学部 教授 竹田謙一 

動物教育 

機関 
信州松本動物専門学校 部長 福澤美雪 

福祉関係 （福）長野県社会福祉協議会 推薦された者 

関係団体 

（一社）長野県獣医師会 

各団体から推薦された者 

長野県動物愛護会 

（一社）ジャパンケネルクラブ 

長野クラブ連合会 

特定非営利活動法人  

一匹でも犬・ねこを救う会 

行政 

市町村 
長野市保健所 食品生活衛生課長 

松本市保健所 食品・生活衛生課長 

教育委員会 学びの改革支援課 課長 

健康福祉部 
動物愛護センター 所長 

食品・生活衛生課 課長 

 

 

 

 



 

(２)長野県動物愛護管理計画の施策体系及び数値目標について 

長野県動物愛護管理推進計画の施策体系 

 

【理念】                 【施策の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【災害対策】 

・災害に備えた平常時の対策    ・同行避難の推進 

・救護ガイドラインの活用及び周知 ・市町村との連携 

【多頭飼育問題への対策】 

・多頭飼育の早期情報探知  ・多頭飼育崩壊の未然防止 

・適正な個体数管理の啓発  ・市町村、福祉部局、住民との連携 

【危害・迷惑の防止】 

・遺棄、虐待等の防止 ・犬の登録・狂犬病予防注射等飼い主責任の徹底 

・咬傷事故等の防止  ・動物の鳴き声、臭い、排泄物等による迷惑防止 

【普及啓発活動】 

・広報等の積極的活用   ・学校等への動物愛護管理普及啓発の実施 

・しつけ方講習会等の充実 ・動物愛護フェスティバルの充実 

【犬・猫の引取り頭数及び致死処分頭数の減少】 

・不妊去勢措置の推進  ・安易な飼養の抑制、終生飼養の徹底 

・飼い主への返還の推進 ・飼養希望者への譲渡推進 

・所有明示、個体識別措置の意識啓発と普及 

【猫問題への対策】 

・飼い猫の室内飼育を啓発  ・不妊去勢手術の推進 

・飼い主のいない猫に対する無責任な餌やりの抑制 

・地域猫活動の実践地域拡大 ・市町村及び住民との連携 

・地域猫活動を行う市町村、ボランティアの活動を後押しできる仕組の検討 
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【動物取扱業者への対応】 

・計画に基づく監視指導   ・法令順守の周知と啓発 

・悪質な事業者への厳格な対処 
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【関係機関・団体との連携】 

・人材育成      ・動物愛護管理推進懇談会の運営 

・学術研究団体、調査研究機関との連携 

・畜産部局、実験動物団体、警察との連携 

【動物介在活動の推進】 

・動物ふれあい訪問     ・困難を抱える児童生徒受入 

・アニマルセラピーへの支援 ・セラピードッグの育成 



 

 ◎数値目標の一覧 

 

施策 目標 R2実績 R6 数値目標 

重点１ 
猫問題への対策 

猫の苦情件数 2,518件 1,469件 1,000件以下 

猫の飼い方教室 
４回/３所 

(R1 ６回/６所) 
18回/９所 各所１回以上 

重点２ 
多頭飼育問題 

多頭飼育等の対応を含めた市町村、
社会福祉部局、住宅部局、動物愛護
推進員、ボランティア等関係者によ
る情報・意見交換会 

― 
各３回/10 

圏域 

保健所の管轄区域
ごとに年１回以上
の実施 

重点３ 
災害対策 

市町村の防災訓練で同行避難を実施 ― 
１所 

（他 2 か所台

風の為中止） 

保健所の管轄区域
ごとに年１か所以
上の実施 

重点４ 
動物取扱業 

動物取扱業の監視指導計画の実施率 
第一種動物取扱業 
第二種動物取扱業 

78.4％ 
15.0％ 

122.1％ 
47.3％ 

監視指導計画 
件数の 100％ 

重点５ 
動物介在活動の推進 

子どもサポート関係者連携会議 １回 １回 現水準維持 

継続１ 
引取り・殺処分 

の減少 

犬の引取数 30頭 30頭 30頭以下 

犬の返還率 82.5％ 88.9％ 80％以上 

犬の譲渡率 101.0％ 92.0％ 90％以上 

猫の引取数 851頭 563頭 800頭以下 

猫の返還率 1.5％ 12％ 10％以上 

猫の譲渡率 75.7％ 79.5％ 60％以上 

犬の殺処分数 
０頭 

（R2 ５頭） 
０頭 

５頭以下 
（10頭以下） 

猫の殺処分数 
64頭 

（R2 260頭） 21頭 
50頭以下 

（500頭以下） 

猫の路上死体数(53自治体合計） 

（対人口 10万当たり頭数） 
(参考）R1：3,479頭 

(183.82頭/人口 10万人） 
参考指標 

【隔年集計】 

継続２ 

危害・迷惑の防止 
狂犬病予防注射率 88.2％ 87.7％ 97％以上 

継続３ 
普及啓発活動 

動物愛護フェスティバル 
中止 

（R1 １回） 
１回 １回以上 

継続４ 
関係機関との連携 

保健所職員技術研修会の実施回数 
中止 

（R1 １回） 
２回 １回以上 

動物愛護推進員技術研修会の実施回数 
中止 

（R1 １回） 
２回 １回以上 

動物愛護センターサポーター研修会 １回 １回 １回以上 



　ア　数値目標の進捗状況（中核市を含む）

（３）長野県動物愛護管理推進計画の令和６年度の進捗状況

H18 R2 R3 R4 R5 R6

成犬 363 18 56 47 52 27

子犬 164 12 6 5 8 3
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H18 R2 R3 R4 R5 R6

成猫 1,275 171 153 180 150 222

子猫 2,813 680 576 501 295 341
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猫の引き取り数の推移

説諭数：説得、助言により引
取りを考え直させた、譲渡を

犬・猫の引取頭数 （　）内は飼養者不明頭数

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

子犬 164 12 3

成犬 363 18 27

計 527 30 30

子猫 2,813 680 341(168)

成猫 1,275 171 222(16)

計 4,088 851 563(184)

800

30

【参考】引取拒否数

平成25年度 令和６年度

説諭 63 64

拒否 0 13

説諭 71 307

拒否 0 35

犬

猫



　※譲渡率＝（譲渡頭数／（引取頭数＋（保護頭数－返還頭数）））×１００

H18 R2 R3 R4 R5 R6

子犬 224 22 27 5 8 4

成犬 322 83 118 79 96 59

犬譲渡率 40.0% 101.0% 98.0% 94.4% 97.2% 92.6%
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H18 R2 R3 R4 R5 R6

成猫 27 163 148 179 151 209

子猫 191 611 533 475 310 330

猫譲渡率 5.2% 75.7% 77.8% 78.8% 75.0% 78.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

猫の譲渡状況

犬・猫の譲渡頭数、譲渡率

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

犬譲渡頭数 546 105 63

犬譲渡率 40.0% 101.0% 92.6% 90%

猫譲渡頭数 218 774 539

猫譲渡率 5.2% 75.7% 78.6% 60%



返還率＝（返還頭数/保護頭数）×100

H18 R2 R3 R4 R5 R6

保護頭数 1,609 422 418 311 359 341

返還頭数 772 348 332 274 312 303

返還率 48.0% 82.5% 79.4% 88.1% 86.9% 88.9%
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説諭数：説得、助言により引
取りを考え直させた、譲渡を

H18 R2 R3 R4 R5 R6

保護頭数 117 182 162 166 180 130

返還頭数 2 10 16 17 10 7

返還率 1.7% 5.5% 9.9% 10.2% 5.6% 5.4%
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犬の登録及び狂犬病予防注射頭数

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

登録頭数 134,814 102,343 97,020

注射頭数 128,121 90,294 85,109

注射率 95.0% 88.2% 87.7% 97%

犬・猫の保護及び返還頭数

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

犬保護頭数 1,609 422 341

犬返還頭数 772 348 303

犬返還率 48.0% 82.5% 88.9% 80%

猫保護頭数 117 182 130

猫返還頭数 2 10 7

猫返還率 1.7% 5.5% 5.0% 10%



注射率＝（注射頭数/登録頭数）×100

※処分率＝（致死処分頭数/（引取頭数+（保護頭数-返還頭数）））×100

H18 R2 R3 R4 R5 R6

登録頭数 134,814 102,343 100,532 99,418 99,145 97,020

注射頭数 128,121 90,294 89,297 80,626 82,072 85,109

注射率 95.0% 88.2% 88.8% 81.1% 82.8% 87.7%
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H18 R2 R3 R4 R5 R6

犬死亡数 818 10 5 2 3 4

犬処分数 818 1 0 0 0 0

犬処分率 60.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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H18 R2 R3 R4 R5 R6

猫死亡数 3,985 432 240 165 120 105

猫処分数 3,985 115 64 62 19 20

猫処分率 94.8% 11.2% 7.3% 7.5% 3.1% 2.9%
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犬の登録及び狂犬病予防注射頭数

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

登録頭数 134,814 102,343 97,020

注射頭数 128,121 90,294 85,109

注射率 95.0% 88.2% 87.7% 97%

犬・猫の致死処分頭数 令和２年度から殺処分の定義変更

平成18年度
（参考）

令和２年度
（基準）

令和６年度
令和12年度
（目標）

犬 818 0 0 5

猫 3,985 64 20 50

計 4,803 64 20



イ 長野県動物愛護推進計画の令和６年度実施状況について 

 重点施策１ 猫への対策 

〇 猫の飼い方教室等の開催（地域猫活動の啓発含む） 

  ・県内保健所（中核市を含む）「猫の飼い方教室」の実施（保健所把握分） 

   ９保健所 18回実施  

主催：長野県動物愛護会支部共催５回、包括支援センター２回、社会福祉協議会 

協１回、中核市５回、他市町村５回  

   ・県動物愛護センターにおける猫の飼い方教室（毎月）12回実施 参加者 106名 

   ・県動物愛護センター公開講座「猫について学ぼう」（R6.5.26）参加者４名 

・上田市上田保健所主催「人と猫の問題について考えるフォーラム」（R7.1.27）参加者 99

名（録画アーカイブスを動物及び社会福祉関係者に YouTube限定公開中） 

   ・長野市主催域猫関係講習会 ２回 参加者 25名 

・県政出前講座 

６件（県動物愛護センター５件（うち１件県庁食生課）参加者 113 名、佐久保健所１件） 

 〇 地域猫活動推進事業  

・避妊去勢手術実施 県動物愛護センター89頭、(一社)長野県獣医師会 50頭 

〇 県内における犬猫の避妊去勢手術等の助成金等（中核市、市町村等） 

 

重点施策２ 多頭飼育問題への対策 

〇 県社会福祉協議会との連携による県内 10圏域における連携研修会の開催 

  対象：社会福祉関係・精神保健関係・動物愛護管理関係（行政職員等） 

  ・第１回目：社会福祉「社会的孤立という状態」/動物愛護管理「終生飼育と飼育放棄」 

        意見交換「普段感じる支援のしづらさはどこにあるのか」等  

参加者：合計 189名 

・第２回目：社会福祉「連携における認識」/動物愛護管理「動物の繁殖力と現状について」 

           意見交換「連携において大事にしたいこと」等 参加者：合計 177名 

・第３回目：事例検討 参加者：合計 150名 

 〇 連携研修会の市町村における実施(箕輪町 R6.8.22) 

   対象：高齢者事業所、障がい者相談事業所 

〇 関係団体や団体、ボランティア等との相互理解・情報共有 

 ・東信地区における多機関多職種連携連絡会議の開催 

    関係機関（県社会福祉協議会、市社会福祉協議会、動物愛護団体、動物病院、 

市生活環境課、上田保健福祉事務所、県動物愛護センター）による、定期的な 

会議及び対応 

 〇 上田市・上田保健所主催「人と猫の問題について考えるフォーラム」（R7.1.27） 

   （再掲） 

 

 



重点施策３ 災害対策 

○  令和６年度動物の正しい飼い方普及月間：重点テーマ  

○  動物愛護フェスティバル（R6.9.21県動物愛護センター）:重点テーマ 

・特別公演(講習会)の開催 

・災害救助犬パネル展示(提供：(一社)ｼﾞｬﾊﾟﾝｹﾝﾈﾙｸﾗﾌﾞ長野県クラブ連合会)、災害アーカイ

ブスパネル展示（提供：信州大学防災教育研究ｾﾝﾀｰ） 

・段ボールベッド(提供：小諸市)・段ボールケージ・避難所ﾍﾟｯﾄｽﾍﾟｰｽ設営スターターキッ

ト展示 

・クイズラリー（子供向け）5問中1問災害向け内容） 

○  ペットの災害対策研修会 

講習会等 

 ・動物愛護推進員及び災害時愛護動物救護ボランティア対象 

（県動物愛護推進員研修会）外部講師（R6.6.1 県動物愛護センター） 

 会場及びサテライト会場、オンライン併用 参加者85名 

・県民対象（ハローアニマル公開講座） （R6.6.30 県動物愛護センター）参加者49名 

 ・県民対象（フェスティバル特別公演）（R6.9.21 県動物愛護センター）参加者32名 

 ・市民対象「災害時に困らない飼い主の備え」外部講師（R6.10.5）長野市 参加者38名 

 ・県民・動物関係者・動物関係専門学校生・行政関係等対象（R6.12.1 塩尻市内） 

(一社)長野県獣医師会・飼犬管理対策協議会主催 

   演習及び講習会 

   ・県・市町村(狂犬病予防担当・危機管理担当)等対象（R7.1.15 長野市）環境省主催 

    参加者50名（県・市職員（危機管理部局、動物愛護管理部局）獣医師会、推進員等） 

   ・県民対象：外部講師による講演および演習（R7.1.26 県動物愛護センター）参加者44名 

○  県政出前講座（県動物愛護センター） 

・動物愛護会上小支部（R6.9.28上田市） 

・動物愛護会上伊那支部（R6.7.26伊那市）  

○  防災訓練における同行避難訓練 

・須坂市総合防災訓練（R6.8.25）、上田市・松本市（中止） 

・県総合防災訓練（R6.6.20 小諸市）団体によるペット関係の展示 

・伊那市と伊那保健所によるペットの防災訓練 

R6.9.24公民館での講習会参加者60名、R6.12.4 南信犬等管理所での訓練参加者30名 

○  新たな啓発物の作成配布 

・飼育者対象「ペットの健康・防災手帳」作成（R6.10） 

・飼育者対象「動物用避難袋」作成及び貸出（R6.10） 

・市町村・避難所運営者対象「避難所ﾍﾟｯﾄｽﾍﾟｰｽ設営スターターキット」デモ版貸出し 

開始（R6.10）県内７市町村 デモ版または電子データの提供 

 〇  関連の施策及び実施項目 

 ・長野県地震防災対策強化アクションプラン（R6.9危機管理課） 

 ・県政ティーミーティング「ペットと防災」（R6.10.7） 



 ・部局定例会見での周知（R6.11 県動物愛護センター） 

 

重点施策４ 動物取扱業者への対応 

 〇 監視指導計画 

   ・監視指導計画に基づいた立入検査 

 〇 保健所等の動物愛護管理担当職員を対象とした技術研修会の開催（全２回実施） 

   ・動物虐待疑いに対する対応 等 

 〇 動物取扱責任者研修会の実施 

・県内 11会場 12保健所で実施 

・販売・展示・貸出を行う事業所（大動物除く）及び１年以内に新規に登録した事業 

所の動物取扱責任者が対象 

・受講対象の動物取扱責任者全員が受講するよう不利益処分等実施要領に沿った実施方法

に変更し、対象者全員が受講。 

 

重点施策５ 動物介在活動の推進 

 〇 アニマルセラピーの実施 

・ 県動物愛護センターによる社会福祉施設、病院等へのふれあい訪問 93回 2,353名 

 〇 地域独自で動物介在活動を行える基盤づくり 

・ おでかけこどもサポート (動物のふれあい体験、県内４か所)72 回 370名 

・ 市町村からの依頼による派遣実施（県内１市）塩尻市 ２回 48 名 

 〇 県動物愛護センターにおけるこどもサポート事業の実施 

・ こどもサポート 65回 65名 

・ みんなラポール 12回 53名 

〇 県政出前講座２件 70 名（県動物愛護センター） 

 

継続的施策１ 犬猫の引取り頭数及び殺処分頭数の減少 

〇 犬のしつけ方教室の実施 

  ・県動物愛護センター 24回（講習及び実技）161名 

・県内保健所（共催・後援含む） 

〇 動物の譲渡または、譲渡会の実施 

  ・県動物愛護センター 

・県内保健所(長野市含む)  

保健所のみ、または動物愛護団体・ボランティアとの連携 

〇 動物愛護団体・ボランティアとの連携・協働 

  ・地域猫対策 

  ・犬猫の譲渡事業（ホームページ掲載による譲渡や譲渡会の開催等） 

  ・収容動物の世話 

〇 県動物愛護センターでの啓発活動 

  ・動物ふれあい教室（訪問含む） 63回 1,359名 



  ・体験学習（サマースクール等も含む）30回 99名          

  ・研修会・講習会の開催  

   公開講座（毎月１回）関係内容のみ掲載 

    「ペットの最期をむかえる時」（R7.2）49名 

    夏休み公開講座（３回） 

①「動物愛護センター」や「保健所」のお仕事について 16名 

    ②キッズチャレンジ「犬のトレーニング」 13名 

 ③動物を飼うための準備のおはなし ６名 

〇 県動物愛護センターでの県政出前講座 

  ・猫の飼い方や動物愛護に関する内容（一部再掲）10回 239名 

〇 迷い犬等の情報及び譲渡希望情報広報 

  ・市町村ホームページとのリンク 

・ケーブルテレビやコミュニティラジオへの情報提供、地域新聞等への掲載 

・ボランティア団体ホームページへの掲載   

・SNS（Twitter）による周知(長野市) 

 

継続的施策２ 危害・迷惑防止 

〇 市町村における広報または配布物（厚生労働省・環境省）等の活用 

〇 動物取扱責任者研修会や市町村職員へ研修会開催等の啓発 

〇 県動物愛護センターでのふれあい教室における犬との正しい接し方の啓発 

 〇 特定動物の立入監視 30施設（延べ 40件）中核市含む 

 

継続的施策３ 普及啓発活動 

 〇 動物由来感染症講習会の開催 

   ・国立感染症研究所講師による動物由来感染症オンライン研修会（R6.12.23） 

対象：県・市町村職員、(一社）長野県獣医師会等 46名参加 

   ・令和６年度 人と地域に向き合う動物愛護管理の講演会（R7.2.8）松本市主催 

    対象：市民、市内動物関係者等  

   ・動物由来感染症講習会（R7.2.15）(一社)長野県獣医師会・県共催 

会場及びオンライン併用  

    対象：県・市町村職員、（一社）長野県獣医師会等 参加者 64 名 

○ 動物愛護フェスティバル 2024 ｲﾝこもろ（R6.9.21 県動物愛護センター）来場者 2,000人 

 〇 県動物愛護センター内におけるイベント（年２回） 

 〇 須坂市イベント「どうぶつフェスティバル」（R6.5.25）須坂市農林課主催 

   （うち動物ふれあい体験：須坂市内動物取扱業者／須坂市動物園／（福）日本聴導犬協会

／長野県動物愛護会長野支部） 

○ 学校飼養動物の適正な飼養に対する支援 

  ・小学校における適正な飼育支援３件うさぎ、山羊（県動物愛護センター） 

  ・学校飼養動物支援事業 HP新設及び動画の掲載・周知（R7.1協力先：学びの改革支援課） 



○ 動物ふれあい教室の実施(再掲) 

 〇 イベント周知 

・SNS（Twitter）による周知(県動物愛護センター、中核市) 

 

継続的施策４ 関係機関との連携 

○  長野県動物愛護推進懇談会の開催（1回目：R6.6.11、2回目：R7.1.30） 

○  保健所等の動物愛護管理担当職員による懸案事項などを協議する担当者会議 

○  社会福祉と動物愛護管理の連携のための研修会等の実施(再掲) 

○  県動物愛護センターサポーター研修会 １回 16名 

 
 

 



添付資料１

令和６年度

ＨＣ

佐久

上田

諏訪

伊那

飯田

諏訪市
環境保全推進事業補助金
対象：小、中学校、自治会又は地区組織及び市民団体等の事業

動物愛護会上伊那支部 外猫の繁殖制限として、1頭あたり3000円の助成券発行

①飯田市

②下條村

③泰阜村

④高森町

⑤大鹿村

⑥阿智村

⑦天龍村

⑧喬木村

⑨松川町

⑩豊丘村

①飯田市猫の不妊去勢手術費補助金
飼い猫の不妊・去勢助成　2,500円、野良猫の不妊・去勢助成　6,000円
　
②下條村犬猫不妊去勢手術補助金
犬猫不妊・去勢　5,000円、野良猫の不妊・去勢手術

③泰阜村犬猫不妊（避妊・去勢）手術補助金
犬猫不妊・去勢　10分の３以内、最大5,000円

④高森町猫の不妊去勢手術費補助金
飼い猫登録　10分の３以内、最大5,000円

⑤大鹿村猫繁殖制限手術費補助金
猫不妊・去勢　飼い猫　5,000円　野良猫 8,000円

⑥猫繁殖制限手術費補助金
飼い猫　飼い主のいない猫10分の３以内、最大5,000円

⑦天龍村犬猫不妊去勢手術補助金　犬猫不妊・去勢　5,000円

⑧猫の不妊去勢手術補助金
飼い猫　飼い主のいない猫10分の３以内、最大5,000円

⑨猫の不妊去勢手術費補助金
飼い猫　不妊・去勢　最大5,000円

⑩猫の不妊去勢手術費補助金
飼い猫登録　10分の３以内、最大5,000円

長野県動物愛護会上小支部
上田市

東御市

長和町

青木村

上田市
  飼い主のいない猫、地域猫の取組みをする自治会単位で申請：
　　　避妊助成 16,500円、去勢助成  8,800円を上限
東御市
  飼い犬・猫：
       避妊助成  5,000円、去勢助成  3,000円
　飼い主のいない猫のみ、事前申し込み必要
　　　　避妊助成　8,000円、去勢助成　5,000円
長和町
　　　　避妊助成　5,000円、去勢助成　5,000円
青木村　（その都度地区の申請により実施）
　　　　避妊・去勢助成　5,000円
　

犬・猫の繁殖制限（バースコントロール）に関わる助成状況

実施主体 内　容　

①佐久市

②小諸市

③小海町

④南相木村

⑤御代田町

⑥立科町

①飼い猫：メス上限5,000円/頭、オス上限３,000円
   野良猫：メス上限8,000円/頭、オス上限5,000円

②飼い主のいない猫：メス上限10,000円/回、オス上限6,000円/回
　
③飼い猫・飼い主のいない猫 メス上限5,000円/回、オス上限3,000円/回

④飼い猫・飼い主のいない猫　メス5,000円、オス3,000円

⑤飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金
手術に要した費用の２分の１ メス上限10,000円/回、オス上限5,000円/回
⑥立科町猫繁殖制限手術費補助金
飼い猫・飼い主のいない猫　メス8,000円、オス5,000円



木曽

松本

大町

長野

北信

長野市

松本市 松本市
市が指定する認定を受けた団体が管理する地域猫
（メス16,500円、オス8,800円を上限）

小布施町

千曲市

坂城町

須坂市

小川村

高山村

飯綱町

犬猫不妊去勢手術助成金オス3,000円、メス5,000円

飼い猫　　　　　メス4,500円、オス3,000円
飼主のいない猫　メス5,500円、オス3,500円

飼い主のいない猫不妊去勢手術費補助金メス10,000円、オス8,000円

猫繁殖制限手術助成金
飼い猫、飼い主のいない猫メス5,000円、オス3,000円

猫の繁殖制限手術補助金メス5,000円、オス3,000円　上限各2回

犬・猫繁殖制限手術助成事業メス5,000円、オス3,000円

猫繁殖制限手術費補助金メス5,000円、オス3,000円

①長野県動物愛護会北信濃支部

②山ノ内町

①地域猫不妊手術助成メス4,000円、オス3,000円

②繁殖制限助成（野良猫のみ）メス5,000円、オス3,000円

1　長野市
2　長野県動物愛護会長野市支部

1　飼養する猫・オス1,500円、メス2,500円、
    飼主のいない猫及び譲渡予定の猫・オスメス一律6,000円
2　１頭3,000円

木曽町

上松町

木祖村

王滝村

大桑村

木曽町猫繁殖制限手術費補助金
飼い猫・飼い主のいない猫　5,000円（オス・メス一律）

上松町猫繁殖制限手術補助金
飼い主のいない猫　最大5,000円オス、最大12,000円メス

木祖村猫繁殖制限手術補助金
飼い猫・飼い主のいない猫　5,000円（オス・メス一律）

王滝村助成金
飼い主のいない猫　5,000円（オス・メス一律）

大桑村猫繁殖制限手術補助金
飼い猫・飼い主のいない猫　メス　10,000円　オス 5,000円

長野県動物愛護会
松塩筑支部

塩尻市

安曇野市

筑北村

生坂村

猫の不妊手術の助成
　メス１頭5,000円　オス１頭2,000円

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費補助金
飼い主のいない猫　メス5,000円、オス2,000円

地域猫管理活動支援事業補助金
地域猫活動支援団体が実施する地域猫メス16,200円、オス8,620円上限

犬猫繁殖制限手術補助金
飼犬・猫メス　5,000円 オス3,000円

犬猫避妊去勢手術補助金
飼犬・猫、飼い主のいない猫　メス　5,000円 オス3,000円

池田町
犬・猫避妊去勢手術 補助金
飼い犬猫　オスメス一律3,000円
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体
制
の
充
実

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

災
害
に
備
え
た
動
物
の
飼
い
主
へ
の
対
策
・
広
報
内

容
の
検
討

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

災
害
に
備
え
た
特
定
動
物
の
飼
い
主
へ
の
指
導

○
○

（
４
）
長
野
県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
に
基
づ
く
推
進
活
動
に
つ
い
て

　
ア
　
推
進
活
動
事
項
に
つ
い
て

施
　
　
　
　
　
策

実
施
項
目
内
容

獣 医 師 会

動 物 愛 護 会

動 物 愛 護 推

進 員

動 物 ボ ラ ン

テ ィ ア

動 物 取 扱 業

者

そ の 他 の 動

物 関 係 者

教 育 委 員 会

市 町 村

中 核 市 保 健

所
保 健 所

県 動 物 愛 護

セ ン タ ー

食 品 ・ 生 活

衛 生 課

県
民
ま
た
は

飼
い
主
に
求
め

る
項
目

重 点 施 策 １

猫
問
題

へ
の
対

策

1
猫
の
適
正
飼
養
の
徹

底
有
事
に
備
え
る

意
識

2
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
管
理

地
域
へ
の
関
心

重 点 施 策 ２

多
頭
飼

育
問
題

へ
の
対

策

1
多
頭
飼
育
の
早
期
情

報
探
知
・
予
防

2
多
頭
飼
育
問
題
発
生

時
の
対
応

重 点 施 策 ３

災
害
対

策

1
動
物
の
避
難
所
等
に

お
け
る
体
制
の
整

備
・
充
実

有
事
に
備
え
る

意
識

2
平
時
の
対
策



施
　
　
　
　
　
策

実
施
項
目
内
容

獣 医 師 会

動 物 愛 護 会

動 物 愛 護 推

進 員

動 物 ボ ラ ン

テ ィ ア

動 物 取 扱 業

者

そ の 他 の 動

物 関 係 者

教 育 委 員 会

市 町 村

中 核 市 保 健

所
保 健 所

県 動 物 愛 護

セ ン タ ー

食 品 ・ 生 活

衛 生 課

県
民
ま
た
は

飼
い
主
に
求
め

る
項
目

災
害
に
備
え
た
動
物
取
扱
業
者
へ
の
指
導

○
○

○

長
野
県
災
害
時
被
災
動
物
救
護
対
策
本
部
の
設
置

○
○

○

動
物
の
一
時
預
か
り
、
物
資
支
援
等
被
災
者
支
援

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

1
計
画
的
な
監
視
指
導

監
視
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
立
入
検
査

○
○

○
○

自
主
管
理
の
た
め
の
助
言
・
指
導

○
○

○
○

厳
格
な
指
導
お
よ
び
情
報
共
有

○
○

○
○

法
違
反
に
対
す
る
不
利
益
処
分
等
実
施
要
領
に
沿
っ

た
対
応

○
○

○
○

動
物
取
扱
責
任
者
研
修
会
の
実
施
・
充
実

○
○

○
○

○

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
支
援

○
○

○
○

○
○

○
○

地
域
で
独
自
に
動
物
介
在
活
動
を
行
え
る
基
盤
づ
く

り
○

○
○

○
○

○

学
校
不
適
応
傾
向
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
動
物
ふ

れ
あ
い
体
験
の
実
施
（
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
）

○
○

○
○

○
○

○

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
適
正
管
理
の
啓
発

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

積
極
的
な
情
報
提
供
及
び
啓
発
活
動
（
研
修
会
、
広

報
誌
、
H
P
等
を
活
用
）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

収
容
し
た
動
物
の
H
P
等
で
の
公
開
や
市
町
村
と
の
情

報
共
有

○
○

○
○

飼
い
主
へ
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
努
力
義
務
の
啓
発

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

譲
渡
制
度
の
見
直
し

○
○

○
○

成
犬
・
成
猫
の
譲
渡
の
推
進

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

重 点 施 策 ３

災
害
対

策
有
事
に
備
え
る

意
識

2
平
時
の
対
策

3
災
害
発
生
時
対
応

重 点 施 策 ４

動
物
取

扱
業
者

へ
の
対

応

ペ
ッ
ト
業
界
へ

の
関
心

2
動
物
取
扱
業
者
へ
の

指
導

重 点 施 策 ５

動
物
介

在
活
動

の
推
進

動
物
介
在
活
動
の
推

進
動
物
へ
の
関

心
・
理
解

継 続 的 施 策 １

犬
の
引

取
り
頭

数
及
び

殺
処
分

頭
数
の

減
少

1
引
取
り
頭
数
の
減
少

動
物
を
飼
う
前

の
知
識
の
習

得
、

飼
い
主
の
責
任

の
あ
る
管
理

2
返
還
率
の
維
持
・

向
上

3
飼
養
希
望
者
へ
の
譲

渡
の
推
進



施
　
　
　
　
　
策

実
施
項
目
内
容

獣 医 師 会

動 物 愛 護 会

動 物 愛 護 推

進 員

動 物 ボ ラ ン

テ ィ ア

動 物 取 扱 業

者

そ の 他 の 動

物 関 係 者

教 育 委 員 会

市 町 村

中 核 市 保 健

所
保 健 所

県 動 物 愛 護

セ ン タ ー

食 品 ・ 生 活

衛 生 課

県
民
ま
た
は

飼
い
主
に
求
め

る
項
目

遺
棄
、
虐
待
等
防
止
の
周
知
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

事
例
対
応
の
研
修
会

○
○

○
○

動
物
の
遺
棄
、
虐
待
等
へ
の
対
応

○
○

○
○

飼
い
主
責
務
の
周
知

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

苦
情
の
発
生
し
や
す
い
場
所
に
お
け
る
ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

活
用
・
周
知

○
○

○
○

○
○

○
○

○

特
定
動
物
に
お
け
る
法
改
正
の
周
知

○
○

○
○

特
定
動
物
の
監
視
指
導

○
○

○
○

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
必
要
性
の
周
知
、

チ
ラ
シ
作
成

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

犬
の
咬
傷
事
故
の
未
然
防
止
の
徹
底
、
テ
キ
ス
ト
の

作
成

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

被
害
防
止
の
た
め
の
普
及
啓
発

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

県
民
へ
効
果
的
な
啓
発
や
周
知
の
方
法
の
検
討
し
た

う
え
で
の
周
知

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
充
実

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

学
校
飼
養
動
物
担
当
職
員
研
修
会
の
開
催

○
○

○
○

学
校
飼
養
動
物
の
適
正
な
飼
養
に
対
す
る
支
援

○
○

○
○

○

動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
等
の
実
施

○
○

○
○

動
物
愛
護
推
進
員
研
修
会
の
開
催

○
○

○
○

○

動
物
愛
護
推
進
員
の
存
在
の
周
知
広
報

○
○

○
○

動
物
愛
護
管
理
担
当
職
員
研
修
会
の
開
催

○
○

○
○

○

県
と
市
町
村
の
情
報
共
有
、
苦
情
対
応

○
○

○
○

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
の
開
催

○
○

○
○

防
災
部
局
、
福
祉
部
局
、
警
察
、
支
援
団
体
等
の
円

滑
な
連
携
体
制
の
構
築

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

畜
産
業
者
等
へ
農
政
部
局
と
連
携
し
た
の
普
及
啓
発

○
〇

○
○

○

実
験
動
物
施
設
へ
の
普
及
啓
発

○
〇

○
○

○

動
物
愛
護
管
理
推
進
連
絡
協
議
会
の
開
催

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

継 続 的 施 策 ２

危
害
・

迷
惑
防

止
1
遺
棄
、
虐
待
等
の
対

応

飼
主
の
責
任
あ

る
管
理

危
害
・

迷
惑
防

止

2
危
害
・
迷
惑
防
止
の

た
め
の
啓
発

3
犬
の
適
正
飼
養

継 続 的 施 策 ３

普
及
啓

発
活
動

1
動
物
愛
護
と
適
正
な

飼
養
管
理
に
関
す
る

普
及
啓
発

動
物
へ
の
関

心
・
理
解

2
学
校
等
へ
の
動
物
愛

護
管
理
普
及
啓
発
の

実
施

継 続 的 施 策 ４

関
係
機

関
と
の

連
携

1
人
材
育
成

2
関
係
団
体
と
の
連
携



　イ　令和７年度の推進計画に基づく活動内容について

項目内容 実施機関

飼い主のいない猫対策 地域猫活動の推進（不妊去勢手術の充実）
実施
項目

県動物愛護センター
伊那保健所
飯田保健所
市町村

飼い猫の適正飼養 猫の飼い方教室の開催
実施
項目

保健所
県動物愛護センター

重
点
施
策
２

多
頭
飼
育
問

題
へ
の
対
策

早期情報探知・予防

市町村の環境・社会福祉担当者、及び社会福祉関係者（ケー
スワーカー、介護支援専門員、民生児童委員等）との動物に
係る課題の共有、ケーススタディを含む研修会の実施、また
は社会福祉関係者の会議等における周知活動

実施
項目

全域

災害演習等における危機管理部局や市町村との連携、
同行避難訓練の実施

実施
項目

全域

避難所におけるペットの同行避難受入れ体制の構築
避難所における初動対応スターターキットの活用

検討
項目

市町村

飼い主に対するペットのしつけの確認や避難練習の周知啓
発

実施
項目

全域

重
点
施
策

４

動
物
取
扱

業
者
へ
の

対
策

動物取扱業者への指導
動物の愛護及び管理に関する不利益処分等実施要領に沿っ
た指導、警察署との連携

実施
項目

保健所

重
点
施
策

５

動
物
介
在

活
動
推
進

困難を抱える児童・生徒支
援事業

児童・生徒が参加しやすい事業の運営
実施
項目

県動物愛護センター

継
続
的
施
策

１
・
全
体

引
取
り
頭
数

及
び
殺
処
分

頭
数
の
減
少

飼い主への啓発
地域への啓発
県民への啓発

効果的な啓発方法の検討
検討
項目

全域

虐待を疑う事例の対応・警察との連携
実施
項目

保健所

遺棄・虐待の周知徹底
実施
項目

全域

狂犬病予防接種率の向上 現状分析の実施、接種率の低い市町村と連携した周知啓発
実施
項目

全域

動物愛護推進員との連携・協働
実施
項目

保健所

動物相談マニュアル等動物愛護関係事務処理要領の整備
職員研修の実施

実施
項目

健康福祉部
食品・生活衛生課
県動物愛護センター

動物愛護管理施策 現状分析に基づく具体的な施策活動の検討
検討
項目

全域

普及啓発 効果的な啓発方法の検討
検討
項目

全域

施策

重
点
施
策
１

　
継
続
的
施
策
３

猫
へ
の
対
策

重
点
施
策
３

災
害
へ
の
対
策

動物の救護体制の整備・
充実・平時の対策

全
体

継
続
的
施
策
２

危
害
・
迷
惑
防
止

動物の遺棄・虐待

継
続
的
施
策
４

関
係
機
関
と
の

連
携

人材育成・支援・連携



 【重点施策２】多頭飼育問題への対策 

（５）多頭飼育問題等に係る多機関連携について 
 

  令和元年の動物の愛護及び管理に関する法律の改正をうけ、令和４年３月に推進計画を改定し、

「多頭飼育問題」への対策を「重点施策」として現状の課題を踏まえ実施すべき施策としている。

実際に、県内で多頭飼育問題が生じた際、対応に苦慮していることから、これまでの取り組みを踏

まえ、（福）長野県社会福祉協議会共催（２回目以降、県後援）のもと、令和６年度より実施中。 

 ⑴県内における取り組み経過 

時 期 内 容 

平成 30年７月 

 

11月 

県健康福祉部内「地域福祉支援計画における多職種連携のための勉強会」の開催

（環境省動物愛護管理室・有識者の助言） 

県主催「動物愛護管理に関わる多職種連携の勉強会」の開催(県市町村対象) 

令和３年３月 

 

環境省「人、動物、地域に向き合う多頭飼育対策ガイドライン～社会福祉と動物愛

護管理の多機関連携に向けて～」策定 

令和３年～ チーム TAG（東信地域での猫の多頭飼育事例に対し関係機関が積極的に情報共有対

応したことから発足したチーム）活動開始 

令和５年度 (福)長野県社会福祉協議会、長野県あんしん未来センターの取り組みとして、多頭

飼育問題に関する認識を共有するための研究会の開催（２か月に１回全６回、社会

福祉と動物愛護管理で各々のテーマ） 

他、主催のフォーラムや研修会が開催される 

令和６年度 (福)長野県社会福祉協議会・長野県「社会福祉と動物愛護管理の連携のための研修

会 人と動物のふくしを考える～ワンウェルフェア・プロジェクト～」を 10 圏域

各３回開催 

他、上田保健所・上田市主催のフォーラムの開催、(福)県社協・県民生委員児童委

員協議会主催全体研修会において「多頭飼育」を題材とした劇団公演及び事例検討 

近年 県動物愛護センターや保健福祉事務所において、社会福祉関係者の会議や動物愛護

ボランティアが実施する勉強会における職員派遣の実施 

 

⑵目標 

  ア 最終目標 

   ・地域共生のための多頭飼育問題ゼロ ・動物虐待ゼロ 

イ 達成のための実施項目 

      目 的        R６年度実施項目         R７年度以降 ～      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶令和７年度 

 別紙開催要領 

実施可能項目の整理 

事案検討 

県下 10か所の研修会の開催 

発見時対応の確認 

実際の事案対応・共有 

意識向上 

地域連携 

実施可能項目の確認 

地域への発信（シンポジウム、講習会等） 

地域ごと会議の開催 

実際の事案対応・共有 



第1回社会福祉と動物愛護管理の連携のための研修会 開催要領 

「人と動物のふくしを考える～ワンウェルフェア・プロジェクト～」  

１ 趣  旨 

近年、ペット（家庭動物）を家族の一員として飼育する家庭が増加している一方、ペットの飼育

に関係した様々な問題も起きています。問題の背景にある飼い主の経済的困窮や社会的孤立は複雑

に絡み合っていて、「人」と「動物」を別々の課題として対応することは難しく、多頭飼育対策ガイ

ドライン（環境省）でも、対応には社会福祉や動物愛護、公衆衛生等、多分野の関係者が連携して

取り組むことを求めています。 

本研修は、福祉分野、動物愛護分野の関係者等が集まり、共通認識構築を目指し、多頭飼育問題

等を構造的に考え、支援・連携の在り方や具体的な手法を学ぶとともに、県内における人と動物の

くらしを守るため、連携を図る一助にしていただくため長野県あんしん未来創造センタープロジェ

クトとして実施します。 

 

２ 主  催 社会福祉法人長野県社会福祉協議会 

 

３ 後  援 長野県 

 

４ 日程・会場 別紙記載のとおり 

 

５ 対  象 行政機関（動物愛護管理担当部局、狂犬病予防担当部局、生活環境担当部局、精神保

健担当部局、高齢福祉担当部局、生活保護・困窮担当部局等）、社会福祉協議会（地域

福祉のコーディネーター等）、地域包括支援センター（ケアマネジャー、保健師、社会

福祉士等）、動物愛護推進員、生活就労支援センターまいさぽ（相談支援、家計改善、

伴走 Co）、民生委員児童委員（各会場定員 50名） 

 

６ 内  容 【多頭飼育問題対策の連携の必要性について】 

   

７ 申込方法 Googleフォームにて申込み受付します。（別紙の QRコードまたはリンクより開催場

所を確認のうえお申込みください。） 

 

８ 申込締切 各会場開催日の 7日前 

 

９ そ の 他 （１）本会議参加にかかる個人情報は、長野県社会福祉協議会「個人情報の保護に

関する方針」に基づき適切に取り扱い、他の目的で使用することはありません。ま

た、自然災害、感染症等により参加者の安全を確保できないと判断し、本会議を中

止または延期する場合は、長野県社会福祉協議会ホームページ 

http://www.nsyakyo.or.jpに掲載して通知しますのでご確認ください。 

        （２）本研修は赤い羽根共同募金からの配分金を受けて実施します。 

 

１０ 問合せ先 長野県社会福祉協議会 相談事業支援センター（担当：佐藤） 

       TEL:026-226-2036 E-mail: kenri@nsyakyo.or.jp 

13:30 ◆開 会・オリエンテーション 

13:40 

 

 

14:30 

 

 

15:30 

◆情報提供 

  ○県内の飼育問題の状況について 

  ○社会福祉の問題認識について 

◆グループワーク 

  ○連携するための阻害要因を考える 

  ○認識を広げるための促進要因を考える 

◆閉 会 



（別紙） 

【開催日程・開催場所】 開始 13:30～  

圏 域 開催日程 
会 場 

住 所 
申込締切 

南部エリア ７月２日(水) 
駒ヶ根総合文化センター小ホール 

駒ケ根市上穂栄町 23-1 
6/25(水) 

北部エリア ７月７日(月) 
長野保健福祉事務所３階会議室（３階） 

長野市大字中御所字岡田 98-1 
6/30(月) 

中部エリア ７月１４日(月) 
松本市なんなん広場 大会議室（３階） 

松本市芳野 4番地 1 
7/7(月) 

 

 

【参加申込みフォーム】 
下記二次元コード及びリンクの Googleフォームから参加申込みを受付いたします。 

 

 

 

 

https://forms.gle/bBEGGd51JS8eV3m96 

 



（６）その他                 【継続的施策】普及啓発活動 

 

令和７年度 動物の正しい飼い方普及月間実施要領 

 

１ 趣 旨 

  近年、核家族化・少子高齢化など環境の変化に伴い、飼養動物に対する意識は、単なる

愛玩の対象から家族の一員或いは人生のパートナーへと大きく変化しています。その一方

で、無責任な飼い主による飼養動物の遺棄、虐待及び不適切な飼い方による近隣へ迷惑を

及ぼす事案などが発生しています。これらの不適切事案の発生を未然に防ぐためには、動

物の本能、習性及び生理を十分に理解し、動物を終生飼養するなど正しい飼養管理が大切

です。 

  こうしたことから６月を「動物の正しい飼い方普及月間」と定め、人と動物が共生する

潤い豊かな地域社会を築くため、動物の適正飼養の普及と動物愛護の啓発を図ります。 

 

２ 主 唱 

    長 野 県 

 

３ 後 援 

    一般社団法人長野県獣医師会、長野県動物愛護会、長野県飼犬管理対策協議会 

 

４ 実施期間 

    令和７年６月１日（日）から６月30日（月）まで 

 

５  目 標 

    「家庭動物等の飼養及び保管に関する基準」を始めとする動物の正しい飼い方を普及啓

発し、人と動物が共生する潤い豊かな地域社会の実現を図る。 

 

６ Ｒ７年度重点テーマ 

  「動物やペットからうつる病気について知ろう」 

  「犬から人にうつる病気「狂犬病」について学ぼう」 

 

７  実施事項 

別紙２のとおり 
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長野県では、毎年６月を動物の正しい飼い方普及月間と定めています。人と動物が共生する

潤い豊かな地域社会を築くため、動物の適正飼養の普及と動物愛護の啓発を図ります。 

重点テーマは「動物やペットからうつる病気について知ろう」「「狂犬病」について学ぼう」です。  

 

長野県（健康福祉部）プレスリリース令和７年（2025 年）５月 16 日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 街頭啓発（ティッシュ等の配布） 

実施場所 日 時 実施者 

JR長野駅前（在来線改札口前広場） 令和７年６月２日(月) 

午前７時 30分～ 

長野市と共同実施 

JR松本駅前（お城口(東口)階段付近） 松本市と共同実施 

○取材等を希望される場合には、事前に担当課にご確認ください。 

２ ハローアニマル公開講座「正しく知って防ごう 人と動物の共通感染症」 

・ 日時：令和７年６月 22日(日)午後 1時 30分～ （事前予約が必要） 

・ 場所：県動物愛護センター レクチャールーム 

・ 講師：(一社)長野県獣医師会 副会長 東條博之先生 

３ 動物愛護管理技術研修会「ペットの法律トラブル事例(仮題)」 

・ 日時：令和７年７月５日(土)午後 1時 30分～（当日受付可能。定員 80名） 

・ 場所：県立長野図書館 ３階会議室（長野市若里１丁目１−４） 

・ 講師：弁護士・環境省中央環境審議会動物愛護部会委員 浅野明子先生 

４ 犬の飼い方教室（途中参加可能な教室で保健所等が主催・共催・後援） 

開催場所 日 時 申込先 

松本平広域公園 

ドッグラン横（予約不要） 

5/25・6/8・6/22 

午前 9時 30分より 

長野県動物愛護会松塩筑支部 

（0263-40-1943） 

よませどんぐりの森公園 

（山ノ内町）（予約必要） 
6/15 午前 10時より 

長野県動物愛護会北信濃支部 

（0269-62-6035） 一本木公園(中野市) 

（予約必要） 
6/28 午前 8時 30分より 

長野市保健所 

（予約必要） 
5/17・6/21 午前 10時より 

長野市／長野県動物愛護会長野市支部 

（026-262-1212） 

県動物愛護センター 

（予約必要） 

犬の飼い方教室（座学）6/14 

県動物愛護センター 

（0267-24-5071） 

パピー（子犬）教室（実技）6/15 

猫の飼い方教室（座学）6/14 

犬の行動学講座（座学）5/31・6/28 

○その他年間を通じて各地で実施しています。場所・時間等は各保健所等にお問い合わせください。 

５ 譲渡会（６月開催予定） 

場 所 日 時 申込先 

伊那保健所 ６月８日(日)予約必要 午前 10時から 12時 30分まで 0265-76-6840 

飯田保健所 ６月８日(日)予約必要 午前10時30分から正午まで 0265-53-0446 

北信保健所 ６月８日(日)予約必要 午前９時から11時まで 0269-62-6035 

長野市保健所 ６月21日(土)予約必要 午前10時から11時30分まで 026-262-1212 

○その他の保健所・県動物愛護センターでは、随時譲渡希望の相談・見学を受け付けています。 

 

 

 

６月は動物の正しい飼い方普及月間です 

（問合せ先） 

担 当：健康福祉部 食品･生活衛生課 

福井、及川、石黒 
電 話：026-235-7154（直通） 
ＦＡＸ：026-232-7288 
E-mail：shokusei@pref.nagano.lg.jp 

（問合せ先） 

担 当：動物愛護センター(ハローアニマル) 

矢島、岡野 
電 話：0267-24-5071（直通） 
ＦＡＸ：0267-26-3282 
E-mail：dobutsuaigo@pref.nagano.lg.jp 



 

 

長野市 PRESS RELEASE 

 

 令和７年５月 28日 

１ 街頭啓発（啓発ティッシュ等の配布） 

 日時：６月２日（月）午前７時 30 分から８時まで 場所：ＪＲ長野駅東西自由通路 

２ 新しい犬鑑札デザイン選びの投票 

犬の登録時に交付する鑑札のデザインを投票により決定します。 

投票期間：６月１日（日）から６月 30 日（月）まで 

投票方法：電子申請又は長野市保健所食品生活衛生課窓口で１人１票の投票 

投票対象者：長野市民又は長野市内で犬を飼育している人で、投票を希望する人 

その他：結果は市ホームページに掲載します。投票数が多いデザインを今後鑑札に採用

します。詳細は市ホームページでご確認ください。 

https://www.city.nagano.nagano.jp/n107000/contents/p005947.html 

３ 愛犬の正しい飼い方しつけ方教室と犬猫休日譲渡会 

日時：６月 21 日（土）午前 10 時から（しつけ方教室 11 時 30 分、譲渡会正午まで） 

場所：長野市保健所 

しつけ方教室は事前申し込みが必要です。詳細は市ホームページでご確認ください。 

しつけ方教室 https://www.city.nagano.nagano.jp/n107000/event/p000001.html 

休日譲渡会 https://www.city.nagano.nagano.jp/n107000/event/p000002.html 

☆平日は随時譲受希望の相談・見学を受け付けています。 

４ 動物愛護管理講座 「ペットロスを考える～グリーフケア入門講座～」 

日時：６月 25 日（水）午後２時から午後３時 30 分まで 

内容：犬猫が命を終えるまでに飼い主として行っておくべきことを説明します。 

講師：ペットケアクリニック べべ院長 樋󠄀本加奈子さん 

場所：長野市保健所 猫舎・動物愛護交流棟レクチャールーム 

事前申し込みが必要です。詳細は市ホームページでご確認ください。 

https://www.city.nagano.nagano.jp/n107000/event/p000007.html 

長野市保健所食品生活衛生課動物愛護センター （課長）大河内 雅彦  （担当）笠原 和浩  

TEL：026-262-1212  FAX：026-226-9981  E－mail：h-seikatu@city.nagano.lg.jp 

動物の正しい飼い方普及月間（６月）事業を開催します 

長野県では６月を「動物の正しい飼い方普及月間」と定め、人と動物が共生する潤い豊

かな地域社会を築くため、動物の適正飼養と動物愛護の推進を図っています。 

長野市保健所では、期間中、以下の関連事業を開催しますのでご案内します。 



【継続的施策４】関係機関との連携 

（６）その他 長野県動物愛護推進員について 

１ 現状 

  平成 30年に「長野県動物愛護推進員設置要綱」の改定を行い、新たに公募制を追加し

令和５年度に公募制を開始したところ。今後、更なる本県の動物愛護管理推進計画を推

進していくために、引き続きの更新年度に合わせて公募制を導入し、新たな協力・協働

関係を築く。 

また、動物愛護推進員（以下、「推進員」）から四半期ごとの活動の報告を求めている

が、改定以降、報告は少なく、保健所では推進員の活動等を把握できていないのが現状

である。令和６年度更新時に推進員にアンケート協力依頼を実施した。今後、研修会の

参加がない、保健所に連絡のない又は活動報告のない推進員については、実質的な活動

をしていないとみなし、人数を整理することを検討する。 

 

２ 見直し 

（１）人数 

令和７年６月１日現在 平均年齢 ６１歳（最高８９歳、最小２８歳） 

委嘱者数１７３名（長野市、松本市除く） 

(参考) 

自治体名 募集方法 推進員数 人口(万人) 

東京都 協議会構成団体と区市町村から

の推薦と公募 

２９０名 １３９６ 

群馬県 団体等からの推薦 １９名 １９１ 

新潟県 公募 ５３名 ２１３ 

山梨県 公募・推薦 ４８名 ７９ 

長野県 保健所長の推薦と公募 １７３名 ２００ 

 

（２）推進員の得意分野の把握 

 現在、苦情相談等で保健所が犬猫のしつけや対応等のアドバイス等を必要とした際

に、どの推進員に相談したらよいか分からない状況であったことから、令和５年度の

更新時に併せてアンケートの実施した。全ての推進員の専門を確認するために、今

後、アンケートを定期的に行う。 

また、通知や連絡を円滑に行えるように推進員の連絡方法として電子メールを積極

的に活用する。 

 

 

 

 



３ 公募について 

（１）方法 

募集は公募選考審査会要領に基づき、健康福祉部食品・生活衛生課が行い、選考・

面接は各保健所の課長（または係長）と行う。 

① 募集（県ホームぺージ及びプレスリリース、SNS周知（県公式、愛護センター）） 

② 書類・論文選考（１次選考） 

③ 面接（２次選考） 

（２）人数 

若干名 

（３）令和８年度更新に向けたスケジュール（予定） 

① 募集（令和７年３月） 

② 選考・面接（令和７年３～４月） 

③ 委嘱（令和８年６月１日） 


